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基本方針Ⅳ 

「浦添らしい魅力」具体的に目

指す事に地理的な利便性を生かし

便利で暮らしやすいを取り上げて

はどうか。県内どこに行くにも便

利で、市内のネットワークを充実

し（交通、通信）、医療、福祉、体

育レクレーション、図書館、美術

館等、暮らしに必要な施設が、適

切な範囲内で便利に利用できる

「便利」を魅力にする。 

高齢者も住みやすい本当に便利

な都市を実現出来れば都市が活性

化しそれが魅力を生む事になるの

ではないでしょうか。個の住まい

は最小限でも外に利用しやすい施

設があれば外で過ごす事で、コミ

ュニティの強化に結び付け情報の

周知が図りやすくなる。本計画も

市民に伝わりやすくなり相乗効果

を生むと考えます。 

ご指摘の内容は、浦添市内には

様々な公共公益施設があることや、

県内どこへ行くにも便利な「利便性」

という点を「浦添らしい魅力」とし

て捉え、それを前面に出してはどう

か、という主旨のご意見として捉え

ました。 

そこで、ご意見を踏まえ、基本方

針Ⅳの内容を下記のように加筆・修

正いたしました。 

 

 

 

■修正結果 

基本方針Ⅳ 浦添らしい魅力とゆとりあるやさしい住まい・住環境づくり 

 

県内でもいち早く景観行政に取り組んできた本市においては、浦添市景観まちづくり

計画に基づき、市民等との協働による良好な景観形成に向けた取り組みに力を入れてお

り、今後とも、浦添グスクをシンボルとしたまちづくりが求められている。 

また、西海岸区域の都市機能用地や区画整理事業、沖縄都市モノレールの延伸等、新

たな開発及び利便性の高い市街地の形成が進みつつある。 

そこで、本市の歴史文化をはじめとする多様な魅力の保全・活用・創造や地域特性、ま

ち並み景観に配慮したまちづくりに取り組むとともに、道路・交通環境の充実等利便性

の高い住環境の形成を図り、併せて、地域で支え合えるコミュニティの強化に結びつく

住まい及び住環境づくりを目指す。 

 


